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世
界
記
憶
遺
産
は
、
ユ
ネ
ス
コ

（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の

三
大
遺
産
事
業
（
ほ
か
に
は
「
世

界
遺
産
」「
無
形
文
化
遺
産
」）
の

一
つ
で
、
世
界
の
重
要
な
記
憶
遺

産
の
保
護
と
振
興
を
目
的
に
１
９

９
２
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
書
や
書
物
、
楽
譜
、
絵
画
、

映
画
な
ど
の
記
録
史
料
が
対
象
と

な
り
、
現
在
、
世
界
で
２
４
５
件

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
も

の
に
は
、「
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク

の
日
記
」「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
手

書
き
の
楽
譜
」
な
ど
が
あ
り
、
国

内
で
は
、
福
岡
県
田
川
市
が
申
請

し
た
筑
豊
の
炭
鉱
記
録
画
な
ど
６

９
７
点
が
平
成
23
年
５
月
に
国
内

第
１
号
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、申
請
中
は
２
件
で
す
。

　

世
界
記
憶
遺
産
と
は

　

主
な
選
定
基
準
は
次
の
と
お
り

で
す
。

❖
真
正
性
…
記
憶
遺
産
の
本
質
や

出
所
（
複
写
・
模
写
・
偽
造
品
で

な
い
か
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と❖
世
界
的
な
重
要
性
…
他
に
代
替

え
が
で
き
な
い
も
の
で
、
そ
の
損

失
や
悪
化
が
人
類
の
遺
産
に
と
っ

て
損
害
と
な
る
も
の
。
一
定
期
間

に
わ
た
り
、
ま
た
は
世
界
の
特
定

　

選
定
基
準
は

引揚記念館企画展

　
第
２
次
世
界
大
戦
の
終
結
後
、

軍
人
と
一
般
人
を
あ
わ
せ
、
６
６

０
万
人
以
上
と
い
わ
れ
る
日
本
人

が
海
外
に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
人
た
ち
の
速
や
か
な
帰
国
を

実
現
す
る
た
め
、
国
の
事
業
と
し

て
、
軍
港
だ
っ
た
舞
鶴
を
は
じ

め
、
浦
賀
、
呉
、
下
関
、
博
多
、

佐
世
保
、
鹿
児
島
、
横
浜
、
仙
崎
、

門
司
を
引
揚
港
に
指
定
。
こ
の
う

ち
舞
鶴
は
、
昭
和
25
年
以
降
は
、

国
内
唯
一
の
引
揚
港
と
し
て
昭
和

33
年
９
月
７
日
の
最
終
船
ま
で
、

実
に
13
年
間
に
わ
た
り
、
約
66
万

人
の
引
揚
者
と
１
万
６
，
２
６
９

柱
の
遺
骨
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
捕
虜
と
な
り
シ
ベ
リ
ア

で
抑
留
さ
れ
た
方
の
多
く
は
、
重

　

引
き
揚
げ
事
業
と
は

　
昭
和
60
年
に
開
催
さ
れ
た
「
海

外
引
揚
40
周
年
記
念
　
引
揚
港
ま

い
づ
る
を
偲
ぶ
全
国
の
集
い
」
の

開
催
を
き
っ
か
け
に
、
舞
鶴
に
引

き
揚
げ
を
記
念
す
る
拠
点
を
と
の

気
運
を
受
け
て
、
市
が
建
設
。
市

内
外
か
ら
７
，
０
０
０
万
円
を
超

え
る
寄
付
と
関
係
す
る
品
々
が
寄

せ
ら
れ
、
昭
和
63
年
４
月
に
開
館

し
ま
し
た
。
衣
類
や
生
活
用
品
、

手
紙
な
ど
当
時
の
貴
重
な
資
料
や

体
験
者
の
記
憶
で
描
か
れ
た
絵
画

な
ど
現
在
約
１
万
２
，
０
０
０
点

を
所
蔵
。
来
年
で
開
館
25
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　
時
代
と
と
も
に
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
も
増
加
し
、
引
き
揚
げ
の

史
実
は
過
去
の
出
来
事
と
し
て

　

引
揚
記
念
館

　引揚記念館では、企画展「抑留者のメッセージを伝えた男～ラジオ放送の
安否情報を伝えた手紙～」を開催します。
　昭和 23 年、偶然にモスクワからのラジオ放送で日本の家族に向けたシベ
リア抑留者の安否情報をキャッチした青年が、日本の家族にその情報を伝え
るため、約 800 通ものはがきを出しました。そのお礼のはがきや手紙が同
館に所蔵されており、シベリア抑留者と留守家族の架け橋となり、その安否
を伝えた男性とお礼のはがきを紹介します。

【日時】　８月３日（金）～９月 30 日（日）９時～ 17 時（入館は 16 時　
　　　　30 分まで）

【内容】　安否情報を知らせるはがきとそれに対するお礼のはがきや手紙約     
         　60 点（現代訳したもの。実物は 20 点）

【入館料】　300 円（学生 150 円。ただし市内在住か在学の学生は無料）
【期間中の休館日】　９月 20 日（木）
▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

▲男性から日本の家族へ送ったシ
ベリア抑留者の安否を伝える手紙

【特集】
ユネスコ世界記憶遺産登録を目指して

　

登
録
申
請
に
向
け

の
文
化
圏
に
お
い
て
、
多
大
な
影

響
を
与
え
た
も
の
。
歴
史
上
、
プ

ラ
ス
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
力

を
与
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
な
ど
で
、
２
年
に
１
回
、
各
国

か
ら
申
請
さ
れ
た
資
料
な
ど
を
選

考
し
、
登
録
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
登
録
さ
れ
る
と
、
資
料
の
内
容

な
ど
が
数
か
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
、
世
界
に
向

け
て
発
信
さ
れ
る
ほ
か
、
資
料
の

保
存
促
進
に
関
す
る
助
言
や
支
援

な
ど
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
は
、
引
揚
記
念
館
に
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
万
２
，
０
０

０
点
の
所
蔵
品
の
調
査
や
研
究
を

進
め
、
世
界
記
憶
遺
産
の
対
象
と

な
る
資
料
を
選
考
し
申
請
書
類
を

作
成
す
る
予
定
で
す
。

　
今
、
舞
鶴
か
ら
世
界
へ

　
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い

戦
争
と
引
き
揚
げ
の
歴
史
を
語
り

継
ぐ
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
、

ま
た
全
国
の
引
き
揚
げ
体
験
者
や

関
係
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
２
０

１
５
年
の
登
録
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
文
化
振
興
課
（
☎

66
・
１
０
１
９
）
か
、
引
揚
記
念

館
（
☎
68
・
０
８
３
６
）
へ
。

抑留者のメッセージを伝えた男
～ラジオ放送の安否情報を伝えた手紙～

※
い
ず
れ
も
写
真
は
引
揚
記
念
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
引
き
揚
げ
に
関
す
る
資
料
で
す
。

労
働
や
寒
さ
、
飢
え
な
ど
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
労
苦
の
末
、
舞
鶴

へ
引
き
揚
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
引

揚
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
資

料
に
は
、
当
時
の
市
長
名
で
引
揚

者
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民

向
け
に
引
揚
者
を
温
か
く
迎
え
よ

う
と
の
文
章
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
歓
迎
や
慰
問
、
差
し
入
れ
な
ど

ま
ち
ぐ
る
み
で
迎
え
た
市
民
の
姿

に
、
舞
鶴
か
ら
全
国
へ
帰
宅
さ
れ

た
引
揚
者
か
ら
後
々
ま
で
感
謝
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

年
々
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
市
内
全

小
学
６
年
生
が
来
館
す
る
社
会
学

習
を
開
始
。
ま
た
、
貴
重
な
所
蔵

品
を
後
世
に
確
実
に
継
承
し
、
次

世
代
に
平
和
の
尊
さ
を
強
力
に
発

信
す
る
た
め
の
創
造
的
事
業
を
展

開
す
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
学
芸

員
も
配
置
し
、
24
年
度
か
ら
市
直

営
と
な
り
ま
し
た
。

▲抑留中に日本の家族へ送ったはがき

引揚者の中から家族を探す人々

▲シベリア収容所の様子（絵画：佐藤清さん） ▲満州での記憶（漫画：森田拳次さん） ▲抑留生活の様子を白樺の樹皮に書いた日記 ▲夫の帰りを待つ妻と子の写真 ▲靴に隠して持ち帰った手作りのメモ帳


